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市中小企業・小規模企業経営発達補助金について

市内商工団体、金融機関並びに大企業等、市を含む様々な関係機関が原資を持ち寄り創設した「いわき市中小企
業・小規模企業振興基金」を活用し、中小企業・小規模企業が経営の高度化、人手不足、販路開拓・拡大、事業承継等
の課題解決に向けた取組みに対し、関係機関による伴走型支援を実施しながら、その経費の一部を補助する。

事業概要

〇公募期間 ： 平成29年８月21日～９月29日
〇採択件数 ： 16件（申請件数35件）
〇事業期間 ： 平成29年11月1日～平成30年8月31日
〇補助金額 ： 約760万円

〇公募期間 ： 平成30年８月31日～９月28日
〇採択件数 ： 8件（申請件数38件）
〇事業期間 ： 平成30年11月15日～令和元年8月31日
〇補助金額 ： 約350万円

〇公募期間 ： 令和元年８月1日～９月30日
〇採択件数 ： 8件（申請件数22件）
〇事業期間 ： 令和元年11月1日～令和２年8月31日
〇補助金額 ： 約400万円（予定）

＜第１回公募（平成29年度）＞

＜第2回公募（平成30年度）＞

＜第3回公募（令和元年度）＞
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市中小企業・小規模企業経営発達補助金について

これまで、本事業は毎年８月に公募し、審査会を経て１０月に採択事業を決定した後、採択事業者が事業を行
い、事業完了後に成果報告会を実施してきたが、新型コロナウイルス感染拡大により、特殊な状況下にあるため、
令和２年度の取り組みについては、以下のとおり整理を行う。

令和２年度の取り組みについて

本事業は、さまざまな業種・業態の取組事例を市内事業者に波及し、各事業者の事業展開等に活かすことを目
的の一つとしているため、採択事業者が自社の取組状況を発表する成果報告会を実施してきたが…

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「新しい生活様式」に対応したWEB会議ツール
（zoom等）によるWEB成果報告会を検討。
WEB成果報告会には、ネットワークに接続したPC・スマホ・タブレットで参加してもらう。
※WEB会議ツールを利用することで、市内企業がWITHコロナ時代のビジネスを意識するきっかけにもなる。

今年度の成果報告会について

新型コロナウイルス感染拡大により、不特定多数の人が集まる会合等の開催は極力控える状況
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市中小企業・小規模企業経営発達補助金について

毎年８月に公募を開始し、審査会を経て１０月に採択事業を決定してきたが、今年度は新型コロナウイルス感染
拡大等により、特殊な状況下にあるため、令和２年度の公募については、以下のとおり整理を行う。

上記の支援制度は経営発達補助金より条件が良いため、今年度の経営発達補助金の公募は
行わず、これらの事業活用による伴走型支援に注力することで、市内事業者の経営課題解決
を図っていくこととする。

令和２年度の公募について

事業者向けの各種支援制度が展開中

緊急経済対策であ
るため、通常時の
補助事業と比較し
て条件（補助率・補
助上限額）が良く、
採択率も高め。

持続化補助金
（コロナ特別対応型）

被災小規模事業者再建事業
（持続化補助金台風型）

新型コロナウイルスが事業環境
に与える影響を乗り越えるた
めに前向きな投資を行いなが
ら販路開拓等に取り組む事業
者を支援

上限 100万円
※事業再開枠の場合は50万円上乗せ

令和元年台風第１９号、第２０号又は第
２１号による被害を受けた小規模事業
者等の事業再建を支援

上限 200万円

IT導入補助金
（特別枠 C類型）

非対面型ビジネスホテルへの
転換、テレワーク環境の整備
等に取り組む事業者を支援

上限 450万円

次年度以降については、新型コロナウイルスの状況等を見極めながら、検討を進める。 4



市中小企業・小規模企業経営発達補助金について

新型コロナウイルスの影響による社会情勢の変化や市中小企業・小規模企業振興基金の基金残高等を踏まえ、
次年度以降の取組み内容について検討を進める。

次年度以降の取組みについて

新型コロナウイルスの影響による社会情勢の変化

市中小企業・小規模企業振興基金残高

・ 「新しい生活様式」に対応したビジネスモデル
（非対面型ビジネスモデル構築等）

・ WITHコロナ時代の働き方への対応

・ 基金残高（※令和２年８月現在）

約 570万円

次年度以降の取組み

経営発達補助金による伴走
型支援を実施（※10件程度）

重要テーマである
「人財の確保・育成」
「経営基盤等の強化・事業活動
の拡大」
「創業及び事業転換等の促進」
に特化した新規事業を構築し
て実施。

〇パターン１

〇パターン２

協議会の場で検討を重ね、
方針決定 5



今後のスケジュールについて

日程 内容

令和２年１０月
第２回中小企業・小規模企業振興協議会
（議題：「成果報告会について」、「次年度以降の取組みについて」）

令和２年１１月
市中小企業・小規模企業経営発達補助金 成果報告会
（WEB会議ツールを活用）

令和３年３月
第３回中小企業・小規模企業振興協議会
（議題：「次年度以降の取組みについて」）
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